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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

 

回次
第13期
第３四半期
連結累計期間

第14期
第３四半期
連結累計期間

第13期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (百万円) 199,292 149,160 296,393

経常利益 (百万円) 13,501 12,875 19,768

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(百万円) 8,967 9,435 13,340

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 7,880 10,617 11,278

純資産額 (百万円) 50,840 62,183 54,238

総資産額 (百万円) 196,125 190,544 214,526

１株当たり四半期（当期）純利益 (円) 84.03 88.42 125.00

潜在株式調整後
１株当たり四半期（当期）純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 25.8 32.5 25.2
 

 

回次
第13期
第３四半期
連結会計期間

第14期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年10月１日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月１日
至 平成28年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 53.04 20.47
 

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ていない。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれていない。

　　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。また、主要な関係会社に異動はない。
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第２ 【事業の状況】

 

「第２　事業の状況」における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示している。

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はない。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において、当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものである。

(1) 業績の状況

①経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績の改善に足踏みがみられたものの、個人消費が持ち

直しの動きとなるなど、総じて緩やかな回復基調となった。

　建設業界においては、公共投資、民間建設投資とも堅調に推移したことに加え、建設コストも安定した状況が続

くなど、市場環境は好調に推移した。

 このような情勢下において当社グループは、「中期経営計画（2015-2017年度）」の基本方針に則り、「現場力の

強化による安全・品質・工程・利益の追求」と「選別受注の実践による現在・将来の利益へのこだわり」及び「収

益多様化に向けた取り組みの加速」を実行し、企業価値の向上に努めてきた。

　当第３四半期連結累計期間の業績は、完成工事高の減少等により売上高は149,160百万円（前年同四半期比

25.2％減）となった。損益面では、営業利益は11,926百万円（前年同四半期比5.6％減）、経常利益は12,875百万

円（前年同四半期比4.6％減）を、それぞれ計上した。これに、投資有価証券売却益88百万円を特別利益に計上

し、税金費用等を加味した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は9,435百万円（前年同四半期比5.2％増）と

なった。

 

セグメントの業績は次のとおりである。

（建設事業（建築））

受注高は、海外工事が増加したものの、国内民間工事及び国内官公庁工事の減少により、110,913百万円（前

年同四半期比36.3％減）となった。

　完成工事高については、国内民間工事、国内官公庁工事及び海外工事の減少により、104,487百万円（前年同

四半期比32.4％減）となった。損益面については、12,747百万円（前年同四半期比1.3％増）のセグメント利益

となった。

 

（建設事業（土木））

受注高は、国内民間工事及び海外工事が増加したものの、国内官公庁工事の減少により、27,994百万円（前

年同四半期比11.6％減）となった。

　完成工事高については、海外工事及び国内民間工事が減少したものの、国内官公庁工事の増加により、

43,093百万円（前年同四半期比0.2％増）となった。損益面については、2,419百万円（前年同四半期比17.3％

減）のセグメント利益となった。

 

（不動産事業等）

不動産事業等売上高については、1,579百万円（前年同四半期比8.4％減）となった。セグメント利益につい

ては、237百万円（前年同四半期比12.5％増）となった。
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②財政状態の分析

 当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、未成工事支出金が18,767百万円増加した一方、現金預金が38,260百

万円、受取手形・完成工事未収入金等が売上債権の回収により11,674百万円それぞれ減少したことなどにより、資

産合計は前連結会計年度末と比較して、23,981百万円減少（11.2％減）し、190,544百万円となった。

負債の部は、短期借入金が16,000百万円、未成工事受入金が9,146百万円それぞれ増加した一方、支払手形・工事

未払金等、電子記録債務等仕入債務が45,947百万円、未払法人税等が5,577百万円それぞれ減少したことなどによ

り、負債合計は前連結会計年度末と比較して、31,927百万円減少（19.9％減）し、128,360百万円となった。

純資産の部は、配当を2,667百万円実施したものの、親会社株主に帰属する四半期純利益を9,435百万円計上した

ことにより利益剰余金が増加した結果、株主資本は6,763百万円増加した。また、為替相場の影響を受けて為替換算

調整勘定が292百万円減少した一方、株式相場の影響を受けてその他有価証券評価差額金が1,677百万円増加したこ

となどによりその他の包括利益累計額は1,192百万円増加した。この結果、純資産合計は前連結会計年度末と比較し

て7,945百万円増加（14.6％増）し、62,183百万円となった。

なお、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して7.3ポイント増加し、32.5％となった。

 

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

わが国経済の今後の見通しについては、引き続き企業業績や雇用・所得環境の改善により、景気は緩やかに回復

することが期待されるが、海外情勢の不確実性に留意する必要があり、先行きは不透明な状態が続くものと予想さ

れる。

 建設業界においては、旺盛な建設需要により受注環境は引き続き好調に推移すると予想される一方、大都市圏を

中心とした複数の大型再開発工事の本格化による労務のひっ迫等により、建設コストの高騰が再び懸念される。

 このような状況下において当社グループは、「中期経営計画（2015-2017年度）」の基本方針に則った施策を着実

に遂行するほか、協力会社との連携により労務の安定確保、品質管理に取り組み、渋谷再開発をはじめとする建設

工事を確実に施工し、お客様の信頼を確固たるものとする所存である。また、受注面において選別受注を継続する

とともに、今後の市場拡大が見込まれる工事分野に積極的に挑戦し実力を蓄えていく。さらに、不動産事業・国際

事業等への取り組みを加速させ収益源の多様化を図るとともに、「Shinka×ICT（シンカ バイ アイシーティー）」

をコンセプトにＩＣＴを積極的に活用していく。当社グループはこうした中期経営計画の一連の施策をさらに加速

させることで建設需要の後退といった環境変化にも負けない企業体質づくりを進めていく所存である。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費は570百万円であった。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 400,000,000

計 400,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年12月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成29年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 106,761,205 106,761,205
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株

計 106,761,205 106,761,205 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　    該当事項なし。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　 該当事項なし。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　 該当事項なし。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成28年10月１日～
平成28年12月31日

－ 106,761 － 16,354 － 3,893
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載するこ

とができないことから、直前の基準日である平成28年９月30日現在の株主名簿による記載をしている。

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
 （自己保有株式）
 普通株式

45,200
－ －

完全議決権株式（その他）
 普通株式

106,223,000
1,062,230 －

単元未満株式
 普通株式

493,005
－ １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 106,761,205 － －

総株主の議決権 － 1,062,230 －
 

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」の欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義

　 の株式がそれぞれ500株（議決権５個）及び95株含まれている。

２ 単元未満株式数には当社所有の自己株式30株が含まれている。

 

② 【自己株式等】

  平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
東急建設株式会社

東京都渋谷区渋谷一丁目16番14号 45,200 － 45,200 0.04

計 － 45,200 － 45,200 0.04
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項なし。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載している。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平成

28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 50,674 12,413

  受取手形・完成工事未収入金等 87,640 ※３  75,965

  未成工事支出金 19,130 37,898

  不動産事業支出金 1,052 2,611

  販売用不動産 291 21

  材料貯蔵品 59 83

  繰延税金資産 2,686 1,341

  その他 9,557 12,482

  貸倒引当金 △50 △51

  流動資産合計 171,041 142,765

 固定資産   

  有形固定資産 17,756 18,836

  無形固定資産 416 518

  投資その他の資産   

   投資有価証券 22,150 24,598

   長期貸付金 67 62

   退職給付に係る資産 176 834

   繰延税金資産 68 63

   その他 ※２  2,849 ※２  2,866

   貸倒引当金 ※２  △0 ※２  △0

   投資その他の資産合計 25,311 28,423

  固定資産合計 43,484 47,779

 資産合計 214,526 190,544

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 84,751 40,330

  電子記録債務 23,242 21,715

  短期借入金 81 16,082

  未払法人税等 5,593 16

  未成工事受入金 16,789 25,936

  完成工事補償引当金 2,857 2,299

  工事損失引当金 987 1,301

  賞与引当金 3,198 1,254

  預り金 8,899 8,039

  その他 4,396 3,414

  流動負債合計 150,799 120,390

 固定負債   

  長期借入金 4,804 1,721

  繰延税金負債 1,440 2,912

  不動産事業等損失引当金 2,150 2,150

  退職給付に係る負債 193 202

  その他 900 983

  固定負債合計 9,488 7,969

 負債合計 160,288 128,360
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 16,354 16,354

  資本剰余金 3,893 3,893

  利益剰余金 29,098 35,865

  自己株式 △53 △57

  株主資本合計 49,293 56,056

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,562 6,240

  為替換算調整勘定 37 △255

  退職給付に係る調整累計額 109 △82

  その他の包括利益累計額合計 4,709 5,902

 非支配株主持分 235 225

 純資産合計 54,238 62,183

負債純資産合計 214,526 190,544
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高   

 完成工事高 197,568 147,580

 不動産事業等売上高 1,724 1,579

 売上高合計 199,292 149,160

売上原価   

 完成工事原価 177,068 127,192

 不動産事業等売上原価 1,273 1,107

 売上原価合計 178,341 128,300

売上総利益   

 完成工事総利益 20,499 20,388

 不動産事業等総利益 451 471

 売上総利益合計 20,951 20,860

販売費及び一般管理費 8,317 8,933

営業利益 12,633 11,926

営業外収益   

 受取利息 52 61

 受取配当金 184 179

 持分法による投資利益 742 766

 その他 117 83

 営業外収益合計 1,097 1,090

営業外費用   

 支払利息 102 67

 その他 127 74

 営業外費用合計 229 142

経常利益 13,501 12,875

特別利益   

 投資有価証券売却益 － 88

 特別利益合計 － 88

特別損失   

 減損損失 160 －

 特別損失合計 160 －

税金等調整前四半期純利益 13,340 12,963

法人税、住民税及び事業税 3,184 1,243

法人税等調整額 1,148 2,279

法人税等合計 4,333 3,522

四半期純利益 9,007 9,441

非支配株主に帰属する四半期純利益 39 5

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,967 9,435
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 9,007 9,441

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △735 1,478

 為替換算調整勘定 △177 △137

 退職給付に係る調整額 7 △237

 持分法適用会社に対する持分相当額 △220 73

 その他の包括利益合計 △1,126 1,176

四半期包括利益 7,880 10,617

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 7,868 10,627

 非支配株主に係る四半期包括利益 12 △10
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【注記事項】

(会計方針の変更)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日)

　平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更している。

　なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微である。　
 

 

（追加情報）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日)

　繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用している。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１　偶発債務（保証債務）

（イ）連結会社以外の相手先の借入金に対する保証を行っている。

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

全国漁港・漁村振興漁業協同組合連合会 13百万円 13百万円
 

（注）上記の保証金額は、他社分担保証額を除いた当社の保証債務額である。

 

（ロ）連結会社以外の会社の工事入札、履行、支払に対する保証を行っている。

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

CH. KARNCHANG-TOKYU CONSTRUCTION
CO., LTD.

350百万円 9百万円

     

合計（イ）＋（ロ） 363 22 
 

 

※２　その他（破産更生債権等）と貸倒引当金の直接減額表示

債権全額に貸倒引当金を設定している「破産更生債権等」については、当該貸倒引当金を債権から直接減額して

いる。

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

1,035百万円 354百万円
 

 

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理している。なお、当四半

期連結会計期間の末日が金融機関の休業日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計

期間末日残高に含まれている。

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

受取手形 －百万円 36百万円
 

 

EDINET提出書類

東急建設株式会社(E00316)

四半期報告書

12/17



 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

減価償却費 402百万円 485百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日
定時株主総会

普通株式 1,387 13.00 平成27年３月31日 平成27年６月25日 利益剰余金

平成27年11月９日
取締役会

普通株式 533 5.00 平成27年９月30日 平成27年12月７日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後とな

るもの

　該当事項なし。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
 配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月24日
定時株主総会

普通株式 2,134 20.00 平成28年３月31日 平成28年６月27日 利益剰余金

平成28年11月８日
取締役会

普通株式 533 5.00 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間末後とな

るもの

　該当事項なし。

 

EDINET提出書類

東急建設株式会社(E00316)

四半期報告書

13/17



 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建設事業
（建築）

建設事業
（土木）

不動産事業等 計

売上高       

  外部顧客への売上高 154,549 43,019 1,724 199,292 － 199,292

  セグメント間の内部売上高
　又は振替高

141 － 1 142 △142 －

計 154,690 43,019 1,725 199,435 △142 199,292

セグメント利益 12,584 2,924 211 15,720 △3,086 12,633
 

（注）１　セグメント利益の調整額△3,086百万円には、セグメント間取引消去０百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△3,086百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費である。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

不動産事業等セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上している。なお、当該減損損失の計上額は、当第３

四半期連結累計期間においては160百万円である。

 

　当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

建設事業
（建築）

建設事業
（土木）

不動産事業等 計

売上高       

  外部顧客への売上高 104,487 43,093 1,579 149,160 － 149,160

  セグメント間の内部売上高
　又は振替高

20 － 1 21 △21 －

計 104,508 43,093 1,580 149,182 △21 149,160

セグメント利益 12,747 2,419 237 15,404 △3,478 11,926
 

（注）１　セグメント利益の調整額△3,478百万円には、セグメント間取引消去０百万円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△3,478百万円が含まれている。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費である。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

 

２　報告セグメントの変更等に関する事項

　平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更してい

る。

　なお、当該変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微である。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日)

１株当たり四半期純利益 （円) 84.03 88.42

　（算定上の基礎）    

　　親会社株主に帰属する四半期純利益 （百万円） 8,967 9,435

　　普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益

（百万円） 8,967 9,435

　　普通株式の期中平均株式数 (千株) 106,719 106,716
 

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

(重要な後発事象)

該当事項なし。

 

２ 【その他】

　中間配当に関する取締役会の決議は、次のとおりである。

　　　(1)　決議年月日　　　　　　　　　　　　　　平成28年11月８日

　　(2)　中間配当金総額　　　　　　　　　　　　　 533,579,875円

　　(3)　１株当たりの額　　　　　　　　　　　　　　　　 5.00円

　　(4)　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成28年12月５日

　 （注）平成28年９月30日現在の株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行う。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年２月10日

東急建設株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士　　伊　藤　　栄　司
 

 

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士　　松　尾　　浩　明
 

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東急建設株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日から平

成28年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東急建設株式会社及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　 ２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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